
第５８回情報・システム研究機構国立極地研究所運営会議議事要録 

 

日 時 令和３年３月１５日（月）１０：００～１２：３３ 

場 所 国立極地研究所（Zoom によるオンライン開催） 

 

出席者 古谷委員（議長）、阿部委員、池原委員、小山内委員、塩川委員、竹内委員、 

津田委員、長谷川委員、福井委員、森本委員、山本委員、野木委員、榎本委員、 

伊村委員、宮岡委員、東委員、外田委員、門倉委員 

 

陪席者 中村所長、大城共通事務部長、盛田南極観測センター副センター長、濵田総務課長、

尾崎財務課長、坂本経理課長、丹生研究推進課長、宮本マネージャー、 

樋口マネージャー、柿本マネージャー、五十嵐副課長、豊田副課長、成田係長、 

礒野主任、岡元係員 

 

（開会） 

 丹生研究推進課長より、出席者は委員１９名の内１７名であり、会議の成立要件である

定足数（委員の過半数の出席）及び所長候補者選考に関わる議題審議の定足数（委員の３

分の２以上の出席）をいずれも充たしていることが報告され、開会が宣言された。 

 

（所長挨拶） 

 議事に先立ち、中村所長より、運営会議委員である小達恒夫教授が令和３年２月５日に

御逝去されたことの報告があったのち、審議事項について説明があった。 

 

（前回議事要録（案）の確認） 

  前回議事要録（案）が原案の通り了承された。 

 

（審議事項） 

１．次期国立極地研究所長候補者の選考について 

議長から、次期所長候補者の選考について説明があった。 

投票の結果、投票総数の過半数の得票があったため、運営会議として中村卓司氏を次

期国立極地研究所長候補者に決定し、速やかに機構本部への推薦及び職員への公表を

行うこととした。 



 

２．第３期中期目標・中期計画における令和３年度年度計画について 

  伊村副所長から資料２に基づき、第三期中期目標・中期計画における令和３年度年度計

画について説明があり、審議の結果、了承された。 

 

３．令和３年度共同研究等の採択について 

伊村副所長から資料３に基づき、令和３年度共同研究等の採択について説明があり、審

議の結果、了承された。 

 

４．令和４年度の概算要求について 

大城部長から資料４に基づき、令和４年度の概算要求について説明があり、審議の結果、

了承された。 

 

５． その他 

第４期中期計画期間における研究教育系の改組、および研究施設、室の設置について（案） 

 中村所長から資料５に基づき、第４期中期計画期間における研究教育系の改組、および 

研究施設、室の設置について（案）の説明があり、審議の結果、改正の方向性について了

承された。 

 

（報告事項） 

１．任期付助教の再任審査結果について 

伊村副所長より、資料６に基づき報告があった。 

２．特任教員及び特任研究員の人事について 

野木副所長より、資料７に基づき報告があった。 

３．客員教員の人事について 

野木副所長より、資料８に基づき報告があった。 

４．令和３年度予算案の概要について 

大城部長より、資料９に基づき報告があった。 

５．第４期中期目標・中期計画の策定について 

伊村副所長より、資料１０に基づき報告があった。 

６．南極観測をとりまく状況について 

野木副所長より、資料１１に基づき報告があった。 



７．北極研究をとりまく状況について 

榎本副所長より、資料１２に基づき報告があった。 

８．国際・研究企画室の活動状況について 

伊村副所長より、資料１３に基づき報告があった。 

９．総合研究大学院大学極域科学専攻の現況について 

門倉委員より、資料１４に基づき報告があった。 

１０．関連シンポジウム等の開催について 

野木副所長より、資料１５－１、１５－２に基づき報告があった。 

１１．最近の研究成果等について 

伊村副所長より、資料１６に基づき報告があった。 

１２．大学共同利用機関の外部検証結果の公表について 

丹生研究推進課長より、資料１７に基づき報告があった。なお、外部検証結果のなか

で、議事録を適切に公開するようにと指摘されたことに伴い、今後公開していく方向で

検討していくことが確認された。 

１３．外部評価委員による点検評価報告の公表について 

丹生研究推進課長より、資料１８に基づき報告あった。 

１４．その他 

（１）「連合体」組織の検討について（案）について 

大城部長より、資料１９に基づき報告があった。 

（２）意見交換 

・今年のコロナ禍のなかで、昭和基地のオペレーションがうまくいった。 

・コロナ禍が落ち着いたら、公募型の外国人招へいプログラムを検討するのもよいの

ではないか。すでに連携している海外の拠点とは交流があると思うが、それ以外に

も交流を広げるためには共同利用の枠組みがあるとよい。 

→外国人の若手（院生）の公募はしているので、今後はその他の外国人についても

検討していきたい。 

 

以上 

 


